
妙
本
寺
本
『
曽
我
物
語
』
の
　
「
則
」
字
訓
に
つ
い
て

一
、
は
じ
め
に

妙
本
寺
本
『
曽
我
物
語
』
（
以
下
『
曽
我
物
玉
巴
）
は
、
天
文
十
五
年
目
助
に

ょ
る
書
写
奥
書
を
持
つ
、
い
わ
ゆ
る
真
名
本
で
あ
る
。
本
文
に
は
朱
点
に
よ
る

ヲ
コ
ト
点
（
紀
伝
点
）
　
と
墨
筆
に
よ
る
仮
名
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
訓
読

法
を
付
さ
れ
た
訓
点
に
基
づ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
「
則
」
字
に
「
ヤ
ガ
テ
」

と
訓
を
与
え
て
い
る
。

「
則
」
字
は
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
は
「
ス
ナ
ハ
チ
」
「
ト
キ
ソ
バ
」
或

（1）

い
は
不
読
と
さ
れ
た
助
字
で
あ
り
、
『
曽
我
物
語
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
訓
読

は
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
は
見
出
し
難
く
、
単
純
に
そ
れ
ら
と
比
較
は
出

来
な
い
と
し
て
も
、
「
則
」
字
の
訓
と
し
て
は
異
質
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ

ろ
う
。
真
名
本
の
訓
読
語
は
平
安
鎌
倉
時
代
の
漢
籍
仏
雷
に
於
け
る
訓
点
と
は

そ
の
訓
の
付
さ
れ
方
自
体
に
異
質
な
点
が
存
し
よ
う
が
、
中
世
の
漢
字
と
訓
と

の
対
応
関
係
を
知
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

橋

　

村

　

勝

　

明

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
曽
我
物
語
』
の
「
則
」
字
訓
が
「
ヤ
ガ
テ
」
と
訓
読

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
そ
の
訓
読
法
の
成
立
の
背
景
に
つ
い
て

考
察
す
る
。

二
、
真
名
本
の
「
則
」
字
訓
に
つ
い
て

抄
本
寺
本
『
曽
我
物
語
』
に
お
け
る
「
則
」
字
の
用
例
は
全
5
0
例
、
内
付
訓

を
有
す
る
も
の
が
霊
例
、
付
訓
を
有
し
な
い
も
の
が
8
例
、
付
訓
の
存
し
な
い

巻
の
も
の
が
3
例
、
名
詞
の
一
部
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
用
例
が
1
例
で
あ
っ

た
。
巻
全
体
に
付
訓
の
存
し
な
い
も
の
や
、
名
詞
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
「
則
」

字
の
用
例
に
つ
い
て
は
以
下
の
検
討
の
対
象
外
と
す
る
。

付
訓
を
有
す
る
用
例
は
全
て
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
「
テ
」
　
の
ヲ
コ
ト
点

（
朱
点
）
　
が
付
さ
れ
て
い
る
。
（
用
例
中
、
（
　
）
内
の
数
字
は
、
上
か
ら
順
に
巻
、
頁
、

行
数
を
示
し
、
訓
読
文
の
（
　
）
は
一
つ
の
ヲ
コ
ト
点
、
（
　
）
　
は
捕
読
、
（
返
）
　
は
返
り
点
、
「
　
」

は
塁
点
を
示
す
。
）



一

Y

は

　

の

　

と

と

　

　

　

　

　

の

・
伊
藤
河
津
両
所
御
辺
娘
与
金
石
、
元
他
妨
、

の

　

　

　

　

を

津
利
券
文
書
、

．
し
い
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
し
仕
．
　
　
r
ツ
ユ
　
　
キ

・
則
取
出
伊
藤
河
津
利
券
文
書
則
呼
寄
　
妻
室
、

如
下
。
と
扉
取
出
伊
藤
河
の

二

、

2

8

・

4

）

を

は

　

け

l

l

l

の

は

　

と

　

「

ヌ

レ

」

　

を

は

・
被
奉
懸
御
戸
帳
、
然
別
今
中
佐
殿
遠
尋
　
鼻
祖
　
（
三
、
1
4
8
・
6
）

（

一

、

2

8

・

5

）

の
　
を
は
　
て
　
を
　
「
ヘ
ト
コ
ソ
ー
を
　
　
　
「
’
レ
」
　
　
（
な
り
）
の
　
．
L
仕
　
　
　
　
　
を
　
て
「
シ
」
は
　
の
「
へ
J
　
「
シ
」

・
敵
末
切
首
奪
　
　
魂
申
伝
　
元
益
　
次
日
則
似
或
女
房
遣
　
娘
方
、
証

r

ヅ

こ

を

寄

若

君

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

二

、

1

0

4

・

6

）

（
た
り
×
け
る
）
　
　
　
の
　
　
　
「
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
を
1
．
ド
　
　
　
「
こ
　
て
　
　
を
　
（
け
る
）
と

・
入
　
　
　
北
条
足
形
、
折
節
奉
取
婿
則
奥
州
　
仕
御
友
候

（

三

、

1

3

3

・

6

）

か
　
こ
は
　
　
　
　
（
な
り
X
と
も
）
　
　
　
　
　
む
　
　
　
せ
は
　
．
L
仕
　
の
　
亡
　
　
　
「
へ
t
L
　
　
に

・
日
代
許
一
夜
　
　
　
不
可
留
此
身
、
則
夜
内
何
方
　
行
失
可
失
侍
、

（

三

、

1

3

8

・

2

）

こ
れ
ら
の
用
例
の
内
、
朱
点
「
て
」
と
共
に
「
則
」
字
に
墨
点
「
ヤ
カ
テ
」

と
仮
名
点
を
施
し
た
用
例
を
1
例
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

を
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
r
モ
」
　
の
　
【
　
「
シ
°
」
　
　
　
と
て
　
　
の
r
ノ
L
 
r
’
」
　
　
　
に
て
　
て
　
を

・
見
之
、
聞
之
、
人
々
　
年
程
催
　
詞
哉
至
稗
　
－
夫
　
稗
妻
調
声
泣

A
か
扉
巨
け
し
送
隼
ソ
糞
」
差
鮎
名
臥
催
て
疇
×
け
る
〉
三
ケ
「
耶
；

（

二

、

7

7

・

7

）

こ
の
用
例
よ
り
、
先
に
掲
げ
た
「
則
」
字
に
「
テ
」
　
の
ヲ
コ
ト
点
を
付
さ
れ

た
用
例
は
全
て
「
ヤ
ガ
テ
」
と
訓
読
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、

「
則
」
字
に
訓
点
の
付
さ
れ
な
い
用
例
は
8
例
存
し
、
そ
の
内
次
の
用
例

を
除
く
7
例
が
「
是
則
」
「
則
是
」
「
則
我
」
　
の
如
く
、
帰
結
・
説
明
の
意
味
で

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
シ
」
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
の
　
　
　
（
す
る
）
を
　
は
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
の
（
な
り
）

・
姶
見
二
清
浄
覚
悟
御
湯
涌
出
、
是
則
走
湯
権
現
応
迩
示
現
初

（

三

、

1

5

7

・

3

）

の

　

　

　

と

ほ

－

（

な

り

）

∴
後
云
江
馬
小
次
郎
則
是
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
、
1
8
3
・
3
）

，
其
時
限
石
r
ク
拡
非
r
ス
訂
敵
は
云
「
7
訂
翫
軋
哩
ヒ
墾
訂
、
2
9
0
，
4
）

ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
1
．
の
　
　
「
ク
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
　
　
「
キ
」
　
　
　
　
と
1
．
‘
I
I
（
な
り
）

・
申
共
時
天
帝
釈
所
説
　
法
華
化
城
喩
晶
云
戸
棄
大
梵
則
是

（

五

、

2

9

0

・

7

）

「
王
　
　
　
　
　
を
　
　
　
て
　
こ
　
　
　
は
　
す
　
を
　
　
　
ー
　
　
（
な
り
）
　
　
の
　
　
　
せ

・
継
　
鷹
手
祓
、
取
手
合
様
通
草
是
則
顕
　
広
大
心
品
、（

五

、

2

9

3

・

8

）

「

ト

キ

ノ

し

　

と

は

　

ー

（

な

り

）

・
申
七
五
三
解
　
明
神
、
則
是
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
、
4
0
1
・
5
）

の
　
　
〓
こ
て
「
三
　
　
　
　
　
　
　
の
　
こ
て
　
　
　
す
は
「
l
l
（
な
り
）

・
今
世
　
　
　
男
鉢
女
体
社
御
在
則
是
　
　
　
　
（
七
、
4
3
4
・
5
）（2）

真
名
本
に
お
い
て
は
、
「
ヤ
ガ
テ
」
と
訓
読
さ
れ
る
場
合
が
時
間
的
関
係
を

示
す
一
方
で
、
付
訓
が
存
し
な
い
場
合
の
「
則
」
字
は
、
帰
結
・
説
明
と
し
て



の
用
法
で
あ
り
、
同
じ
「
則
」
字
で
あ
っ
て
も
用
法
に
よ
っ
て
異
な
る
訓
を
与

え
て
い
る
。

時
間
的
関
係
を
示
す
「
則
」
字
が
「
ヤ
ガ
テ
」
と
訓
読
さ
れ
る
こ
と
は
、
抄

本
寺
本
の
写
し
と
さ
れ
る
本
門
寺
本
に
よ
っ
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

本
門
寺
本
の
用
例

の
r
上
と
と
は
　
ク
の
す
と
て
r
貢
ト
ヱ
蠣
睦
ト
取
出
伊
藤
河
津
利
券
　
文

「
ケ
ソ
」

・
御
辺
娘
与
金
石
無
他
防
知

事
噂
し
呼
窮
、
し
妻
雪
∴
重
し
々
遺
言
　
　
　
（
巻
「
9
ウ
5
）

て
r
シ
テ
」

他
、
時
間
的
関
係
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
用
例
に
「
て
」
　
の
ヲ
コ
ト
点
か
仮

名
「
テ
」
を
付
す
。

さ
て
、
『
曽
我
物
語
』
の
よ
り
前
の
資
料
に
お
い
て
は
、
「
則
」
字
の
訓
読
語

と
し
て
の
「
ヤ
ガ
テ
」
　
に
対
し
て
は
、
次
に
記
す
よ
う
に
国
字
「
塊
」
字
に
よ

る
漢
字
表
記
が
別
に
存
し
、
「
則
」
字
と
の
結
び
つ
き
は
見
出
し
難
い
。

（3）

○
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
「
捷
而
」
（
漢
字
表
記
2
例
（
全
4
2
例
中
）
）

・
殿
「
糸
吉
」
　
ト
被
仰
テ
、
其
時
ハ
此
僧
都
ニ
テ
有
ケ
レ
バ
、
仰
事
ニ

「
此
ノ
僧
都
、
今
夜
三
井
寺
二
行
テ
、
矧
立
返
り
、
夜
ノ
内
二
此
返

り
来
ラ
ム
ズ
ル
ガ
様
ノ
共
怯
二
可
候
キ
也
」
ト
仰
七
給
レ
バ
、

（

巻

二

十

三

・

1

4

、

2

4

7

・

1

0

）

・
成
村
ハ
超
走
上
テ
相
撲
屋
二
人
ル
マ
マ
こ
、
狩
衣
袴
ヲ
打
者
テ
即
チ
出

ニ
ケ
リ
。
蛙
而
共
ノ
内
二
下
ニ
ケ
リ
。

（

巻

二

十

二

・

2

5

、

2

7

0

・

1

6

）

○
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
煉
」
（
漢
字
表
記
1
0
例
（
全
1
7
1
例
中
）
）

・
御
神
宝
朝
日
二
時
キ
テ
、
日
月
ノ
光
り
地
二
落
給
へ
ル
カ
ト
疑
ハ
ル
。

痢
神
輿
ヲ
奉
テ
進
メ
、
左
衝
門
ノ
陣
へ
ゾ
押
入
ケ
ル
。
（
上
9
7
・
2
）

・
「
イ
ツ
シ
九
鴫
カ
＼
ル
浅
猿
事
出
タ
レ
バ
、
只
鳥
羽
殿
二
閑
ニ
テ
オ
ハ

シ
マ
サ
デ
、
無
由
都
へ
出
ニ
ケ
ル
哉
」
　
　
　
　
（
上
3
5
6
・
1
3
）

・
此
宮
ノ
御
子
花
園
左
大
臣
ヲ
、
白
河
院
ノ
御
前
ニ
テ
御
元
服
セ
サ
セ
進
セ

テ
、
源
氏
ノ
姓
ヲ
賜
ラ
セ
給
テ
、
無
位
ヨ
リ
一
度
二
三
位
シ
ツ
＼
、
感

中
将
二
成
奉
ラ
レ
テ
リ
ケ
ル
ハ
、
輔
仁
ノ
親
王
ノ
御
愁
ヲ
休
メ
、
且
ハ

後
三
条
院
ノ
御
遺
言
ヲ
恐
サ
セ
給
ケ
ル
故
ト
カ
ヤ
。
（
上
3
9
7
・
6
）

ま
た
、
院
政
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
次
の
古
辞
書
に
お
い
て
も
「
姥
」

字
と
「
ヤ
ガ
テ
」
　
と
の
結
び
つ
き
は
指
摘
で
き
る
が
、
「
則
」
字
と
の
関
係
を

指
摘
で
き
な
い
。
以
下
の
古
辞
書
に
お
い
て
、
「
則
」
字
に
「
ス
ナ
ハ
チ
」
、

「
旗
（
而
）
」
　
に
「
ヤ
ガ
テ
」
を
あ
て
る
。

色
莫
字
類
抄
・
煩
累
名
義
抄
・
遅
歩
色
薬
集
・
伊
京
集
・
明
応
五
年
本
節
用
集

易
林
木
節
用
集
・
饅
頭
邑
本
節
用
集
・
異
本
本
節
用
集
・
文
明
本
節
用
集
・
弘
治

二
年
本
節
用
集



但
し
、
妙
本
寺
蔵
永
禄
二
年
『
い
ろ
は
字
』
に
は
、
次
に
記
す
よ
う
に
、

「
則
」
字
と
の
関
係
を
見
出
せ
る
。

ヤ
カ
テ
鳥
宇

鍵

竺

孝

三

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

1

ウ

3

）

注
と
し
て
、
「
平
家
ニ
ヨ
ム
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
は
真
名
本
『
平

家
物
語
』
に
お
い
て
「
則
」
字
を
「
ヤ
ガ
テ
」
と
訓
読
し
、
そ
の
訓
読
が
『
い

ろ
は
字
』
に
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

確
か
に
、
真
名
本
『
平
家
物
語
』
中
に
は
次
に
示
す
よ
う
に
、
「
則
」
字
に

「
ヤ
ガ
テ
」
訓
を
与
え
た
例
と
し
て
、
四
部
合
戦
状
本
『
平
家
物
語
』
（
全
2

例
）
　
が
存
す
る
。

す
る
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
、
「
則
」
字
の
訓
読
語
で
あ
る
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と

の
比
較
を
通
し
て
考
察
す
る
。

三
、
「
ヤ
ガ
テ
」
と
「
ス
ナ
ハ
チ
」

「
ヤ
ガ
テ
」
と
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
は
、
共
に
時
間
的
な
推
移
を
表
す
語
と
い

う
意
味
に
於
い
て
共
通
の
意
味
を
有
し
な
が
ら
も
、
そ
の
内
実
は
時
代
と
共
に

変
化
し
、
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
。

次
に
用
例
に
記
す
よ
う
に
、
諸
本
間
に
あ
っ
て
互
い
に
交
替
す
る
用
例
が
指

摘
で
き
る
。

【
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
】
（
慶
應
大
学
図
書
館
蔵
（
文
安
四
年
二
四
四

へ
’
）

七
）
本
）

r

ク

コ

ソ

」

　

　

　

　

「

ラ

ソ

」

と

r

セ

」

は

　

　

　

　

　

　

　

に

・
是
　
申
、
侯
　
申
感
T
」
興
不
レ
聖
か
帥
症
節
堅
甲
召
妙
筆
と

二
五
五
・
左
・
3
）

「

シ

」

　

　

を

　

　

　

　

　

を

て

て

　

を

て

　

に

・
取
下
－
直
　
勧
進
帳
上
、
打
－
落
烏
帽
子
則
樋
レ
胸
仰
－
背（

一
七
八
・
右
・
1
）

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
「
則
」
字
に
「
ヤ
ガ
テ
」
訓
を
与
え
る
用
例
は
、
管

見
の
限
り
で
は
、
極
限
ら
れ
た
資
料
に
し
か
見
出
せ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
、
古

辞
雷
に
於
い
て
は
決
し
て
一
般
的
で
な
い
「
ヤ
ガ
テ
」
訓
が
「
則
」
字
に
対
応

〔
平
家
物
語
諸
本
間
〕

用
例
1

【
覚
一
本
】
　
「
「
昔
天
照
大
神
百
王
を
ま
も
ら
ん
と
御
ち
か
ひ
あ
り
け
る
、
其

御
苦
い
ま
だ
あ
ら
た
ま
ら
ず
は
、
神
技
実
頬
が
袖
に
や
ど
ら
せ
給
へ
」
と
申
さ

せ
給
ふ
御
詞
の
い
ま
だ
を
は
ら
ざ
る
さ
き
に
、
飛
び
う
つ
ら
せ
給
ひ
け
り
。
外

材
刷
引
抑
袖
に
つ
＼
ん
で
太
政
官
の
朝
所
へ
わ
た
し
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ふ
。

（
下
・
三
五
五
・
1
2
）

【
百
二
十
句
本
】
　
「
「
昔
、
天
照
大
神
、
『
百
王
を
ま
ぼ
り
給
は
ん
』
と
の
御
誓

ひ
ま
し
ま
す
な
り
。
そ
の
御
誓
ひ
い
ま
だ
あ
ら
た
ま
ら
ず
ん
ば
、
神
鏡
、
実
煩

が
袖
に
宿
ら
せ
給
へ
」
と
申
さ
せ
給
へ
は
、
そ
の
言
葉
の
末
い
ま
だ
は
て
ざ
る

に
、
内
侍
所
は
さ
く
ら
の
こ
ず
ゑ
よ
り
御
袖
に
飛
び
う
つ
ら
せ
給
ひ
け
り
。
可



が
て
御
袖
に
つ
つ
み
た
て
ま
つ
り
、
　
　
　
　
　
　
　
（
下
・
二
九
二
・
2
）

【
昆
代
本
】
　
「
昔
天
照
御
神
百
王
ヲ
守
ソ
ト
云
御
誓
御
坐
也
　
其
御
警
乗
改
ハ

神
鏡
実
頼
力
袖
ニ
ヤ
ト
ラ
セ
給
へ
ト
申
サ
セ
給
フ
　
御
詞
ノ
未
終
二
　
内
侍
所

桜
ノ
棉
ヨ
リ
御
袖
二
飛
移
ラ
セ
給
ケ
リ
魂
刊
紺
袖
二
包
奉
」
　
（
八
二
四
・
4
）

（5）

用
例
2

【
覚
一
本
】
幽
王
う
れ
し
き
事
に
し
て
其
事
と
な
う
つ
ね
に
煙
火
を
あ
げ
給
ふ
。

諸
侯
来
る
に
あ
た
な
し
。
あ
た
な
け
れ
替
ん
ぬ
。

【
天
草
版
】
幽
王
う
れ
し
い
こ
と
に
し
て
．
そ
の
こ
と
と
な
う
常
に
煙
火
を
あ

げ
ら
れ
た
に
よ
っ
て
，
哲
人
馳
せ
集
れ
ど
も
．
何
事
も
な
け
れ
ば
．
利
別
可
敵
っ

た

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

5

1

・

1

8

）

右
の
用
例
の
よ
う
に
、
「
ヤ
ガ
テ
」
と
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
が
交
替
す
る
原
因

と
し
て
は
、
両
語
が
時
間
的
関
係
を
示
す
、
と
い
う
意
味
に
於
い
て
類
義
で
あ

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

両
語
の
関
係
に
つ
い
て
更
に
検
討
す
る
た
め
に
、
書
写
年
代
（
成
立
年
代
）

が
明
ら
か
な
延
慶
本
・
天
草
版
、
天
草
版
の
先
行
形
態
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る

百
二
十
句
本
の
三
資
料
に
お
け
る
「
ス
ナ
ハ
チ
」
を
時
間
的
関
係
を
示
す
用
法
、

帰
結
・
説
明
を
示
す
用
法
に
分
類
し
、
「
ヤ
ガ
テ
」
　
の
使
用
率
と
の
相
関
関
係

を
調
査
し
た
。
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
用
例
の
如
く
分
類
を
行
な
っ
た
。

○
延
慶
本
平
家
物
語
の
用
例

「
ヤ
ガ
テ
」
・
御
入
内
ノ
後
ハ
、
可
剰
到
恩
ヲ
カ
ブ
ラ
セ
給
テ
、
毘
景
殿
ニ
ゾ
渡

ラ
セ
給
ケ
ル
。
（
上
5
0
・
6
）

・
六
月
廿
五
日
、
俄
二
親
王
ノ
宣
旨
ヲ
下
サ
レ
テ
、
ヤ

l
刺
列
其l
夜
位

ヲ
頭
給
ニ
キ
。

「
ス
ナ
ハ
チ
」

（

上

5

1

・

1

）

〔
時
間
〕
・
当
座
ノ
事
ニ
テ
有
ケ
レ
バ
、
左
中
将
有
房
ナ
ド
開
エ
シ
歌
人
モ
読

煩
タ
リ
シ
ヲ
、
頼
政
召
シ
ヌ
カ
レ
テ
、
則
チ
仕
ク
リ
。

（

上

・

9

6

・

1

2

）

〔
帰
結
・
説
明
〕
・
近
ハ
刑
人
l
l
て
刺
が
牲
㌧
ズ
ル
死
，
道
也
」
ト
云
ヘ
リ
。

（

上

・

4

3

6

・

4

）

右
の
分
類
を
行
っ
た
結
果
、
次
表
の
よ
う
に
、
百
二
十
句
本
・
天
草
版
に
お
い

て
時
間
的
な
関
係
を
示
す
場
合
で
の
「
ヤ
ガ
テ
」
の
使
用
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

「
ヤ
ガ
テ
」
「
ス
ナ
ハ
チ
」
　
の
使
用
数
に
廷
慶
本
と
百
二
十
句
本
・
天
草
版

と
で
は
違
い
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
「
時
間
的
関
係
」
　
の
を
示
す
語
の
割
合
に

お
い
て
、
延
慶
本
で
は
「
ヤ
ガ
テ
」
　
の
使
用
率
が
5
8
・
4
％
と
ほ
ぼ
「
ス
ナ
ハ

チ
」
と
括
抗
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
百
二
十
句
本
で
は
9
7
・
6
％
、
天
草
版

に
於
い
て
も
9
2
・
2
％
と
そ
の
殆
ど
を
「
ヤ
ガ
テ
」
が
占
め
て
い
る
。
こ
の
使

用
率
の
違
い
は
、
一
つ
に
は
時
代
的
な
差
、
も
う
一
つ
に
は
読
み
本
系
と
語
り

本
系
と
の
系
統
上
の
差
の
、
両
方
が
考
え
ら
れ
る
。



天 句　 百 延
革 本　 二 慶

版 十 本

ノゝ
日

計

ス ヤ ノゝlこl

計

ス ヤ ノゝ日

計

ス ヤ
ナ ガ ナ ガ ナ ガ

ハ テ ′ヽ テ ハ テ
チ チ チ

帰　 時

説　 間

帰　 時

説　 間

他 帰

説

時

間

118 2 9 107 174 10 4 16 0 45 7 2 162 122 17 1

用

例
数

1叩 1．7 7．6 郭．7 1（沿 5．7 2．3 把．0 1伽 0．4 35．4 26．7 3 7．4

A

竺

1∝I 7．8 92．2 1脚 2．4 97．6 1伽 41．6 58．4

B

型

注
、
「
シ
カ
レ
バ
ス
ナ
ハ
チ
」
を
用
例
採
録
の
対
象
外
と
す
る
。
A
は
各
合
計

に
占
め
る
割
合
、
B
は
「
ヤ
ガ
テ
」
と
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
の
「
時
間
」
を

全
体
と
し
た
と
き
の
割
合
を
示
す
。

「
ス
ナ
ハ
チ
」
は
伝
統
的
に
「
即
時
」
を
示
す
用
法
が
主
流
を
成
し
て
き
た

が
、
中
世
末
期
頃
よ
り
「
帰
結
・
説
明
」
　
の
用
法
が
強
く
な
り
、
一
方
「
ヤ
ガ

テ
」
は
時
間
の
幅
が
拡
大
し
、
よ
り
時
間
的
関
係
を
示
す
の
に
一
般
的
に
使
用
さ

（6）

れ
た
、
と
さ
れ
る
。
百
二
十
句
本
・
天
草
版
に
お
い
て
、
よ
り
「
ヤ
ガ
テ
」
　
の

使
用
率
が
高
い
の
は
、
そ
ち
ら
の
方
が
よ
り
「
帰
結
・
説
明
」
を
端
的
に
表
し

う
る
語
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
先
の
系
統
上
の
差
と
も

関
わ
る
余
地
が
あ
ろ
う
が
、
な
お
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。こ
こ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
「
則
」
字
に
「
ヤ
ガ
テ
」
訓
が
付
さ
れ
る
の
は
、

第
l
に
は
「
則
」
字
の
訓
読
語
で
あ
る
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
「
ヤ
ガ
テ
」
と
の
間

で
類
義
関
係
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
う
え
で
時
間
的
な
関

係
を
示
す
に
よ
り
使
用
率
の
高
い
、
つ
ま
り
文
脈
に
即
し
た
語
で
あ
る
「
ヤ
ガ

テ
」
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
曽
我
物
語
に
付
さ
れ
た
「
ヤ
ガ
テ
」
が
「
則
」
字
の
訓
読
語
で
あ
る

と
の
前
提
で
、
「
ヤ
ガ
テ
」
と
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
の
関
係
で
捉
え
て
き
た
が
、
曽

我
物
語
諸
本
と
の
関
係
も
考
慮
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
仮

名
本
と
真
名
本
と
の
前
後
関
係
に
よ
っ
て
は
、
真
名
本
の
「
ヤ
ガ
テ
」
が
「
則
」

の
訓
読
語
で
は
な
く
、
寧
ろ
仮
名
本
の
「
ヤ
ガ
テ
」
が
真
名
本
に
お
い
て
「
則
」

と
用
い
ら
れ
た
と
す
る
、
用
字
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
出
来
る
。

し
か
し
、
用
字
の
問
題
と
捉
え
る
に
せ
よ
、
用
字
の
背
景
に
は
伝
統
的
な
訓

読
法
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
「
ス
ナ
ハ
チ
」
　
の
意
味
が
存
せ
ず
に
、
「
則
」
字

と
「
ヤ
ガ
テ
」
と
が
結
び
つ
く
と
は
考
え
難
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
用
字
の

問
題
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
の
背
景
に
は
両
語
の
意
味
的
関
係
が
存
す
る
こ
と
は

間
違
い
な
か
ろ
う
。



四
、
曽
我
物
語
諸
本
と
の
用
語
上
の
差
異

－
、
真
名
本
と
仮
名
本
（
流
布
本
）
と
の
比
較

先
に
指
摘
し
た
「
ヤ
ガ
テ
」
「
ス
ナ
ハ
チ
」
　
の
用
法
上
の
区
別
が
語
の
問
題
と

し
て
他
の
本
で
も
見
ら
れ
る
の
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
仮
名
本
を
取

り
上
げ
て
両
本
の
用
法
を
比
較
す
る
。
但
し
、
仮
名
本
と
真
名
本
と
は
物
語
自

体
は
同
一
の
作
品
と
は
い
え
、
増
補
・
省
略
が
激
し
く
、
例
え
ば
冒
頭
部
で
は
、

抄
本
寺
本
巻
一
冒
頭

す

　

　

　

　

と

は

　

　

　

　

の

　

　

の

・
夫
中
日
域
秋
津
嶋
従
国
常
立
尊
・
以
来
天
神
七
代

流
布
本
巻
〓
目
頭

・
そ
れ
、
日
域
秋
津
島
は
、
こ
れ
、
国
常
立
尊
よ
り
事
お
こ
り
、
泥
土
麦
・

沙
土
柔
、
男
神
・
女
神
を
は
じ
め
と
し
て
、
伊
弊
諾
・
伊
井
舟
尊
ま
で
、

以
上
天
神
七
代
に
て
わ
た
ら
せ
給
ひ
き
。

に
あ
る
。
そ
こ
で
、
仮
名
本
に
お
い
て
も
同
様
、
両
語
の
使
用
に
差
が
見
ら
れ

る
か
否
か
を
調
査
し
た
。

仮
名
本
の
「
ス
ナ
ハ
チ
」
は
全
4
2
例
存
す
る
。
そ
れ
ら
を
「
時
間
的
関
係
」

「
帰
結
・
説
明
」
　
に
二
分
す
る
と
、
8
時
間
的
関
係
－
4
0
例
、
b
帰
結
・
説
明

－
2
例
と
な
る
。

a
・
そ
の
秋
、
あ
ひ
具
し
て
、
上
洛
し
、
す
な
は
ち
、
小
松
殿
の
見
参
に
い
れ
、

祐
経
を
ば
、
京
都
に
と
ど
め
お
き
、
わ
が
身
は
、
国
へ
ぞ
く
だ
り
け
る
。

（

巻

第

一

、

6

1

・

1

）

b
・
由
来
を
く
は
し
く
た
づ
ぬ
れ
ば
、
引
田
叫
可
一
家
の
輩
、
工
藤
左
衛
門
祐

経
な
り
。

（

巻

第

一

、

5

5

・

3

）

の
如
く
、
同
文
的
箇
所
を
見
出
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
語
学
的
に
比
較
検
討
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
両
本
に
於
け
る
「
ヤ
ガ
テ
」
「
ス
ナ
ハ
チ
」
　
の
用
法
を
分
類
整
理

し
、
そ
の
結
果
を
比
較
す
る
方
法
に
従
っ
た
。

真
名
本
に
於
け
る
用
語
上
の
特
色
は
多
義
語
で
あ
る
「
ス
ナ
ハ
チ
」
を
「
帰

結
・
説
明
」
　
に
の
み
使
用
し
、
「
時
間
的
関
係
」
　
に
使
用
し
な
い
、
と
い
う
点

用
例
数
か
ら
見
れ
ば
、
仮
名
本
に
お
い
て
は
、
真
名
本
の
よ
う
に
「
ス
ナ
ハ

チ
」
を
「
帰
結
・
説
明
」
　
の
み
に
使
用
す
る
、
と
い
う
事
実
は
見
出
せ
な
い
。

寧
ろ
「
時
間
的
関
係
」
を
示
す
方
に
主
た
る
用
法
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。

曽
我
物
語
の
仮
名
本
と
真
名
本
と
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
諸
説
み
ら
れ
る

が
、
い
ず
れ
が
先
に
し
て
も
、
そ
の
用
語
に
は
も
う
一
方
の
影
響
関
係
は
指
摘

で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
更
に
用
法
の
違
い
が
真
名
本
の
「
訓
読
」
独
自
の
問
題
で
あ
る
可

能
性
を
見
出
す
た
め
に
、
冥
名
木
を
仮
名
に
改
め
た
本
文
で
あ
る
と
さ
れ
る
、

大
石
寺
本
と
の
比
較
を
行
う
。



2
、
抄
本
寺
本
と
大
石
寺
本
と
の
比
較

大
石
寺
本
は
、
妙
本
寺
本
を
仮
名
に
改
め
た
本
文
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

真
名
本
を
「
訓
読
す
る
」
行
為
と
、
仮
名
に
「
書
き
改
め
る
」
と
い
う
行
為
が

両
本
に
お
い
て
如
何
な
る
用
語
の
差
異
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る

た
め
に
、
両
本
を
比
較
す
る
。

特
に
注
目
す
る
点
が
妙
本
寺
本
に
於
け
る
「
則
」
字
訓
の
「
ヤ
ガ
テ
」
　
で
あ

る
の
で
、
抄
本
寺
本
に
お
い
て
「
ヤ
ガ
テ
」
と
訓
読
さ
れ
る
「
則
」
字
よ
り
、

大
石
寺
本
の
同
文
的
箇
所
を
求
め
た
。

て

　

の

の

　

　

　

て

　

シ

プ

，

　

の

　

　

　

　

　

　

は

　

け

る

　

　

に

て

〔
則
〕
・
然
後
次
年
秋
引
－
具
上
洛
小
松
内
大
臣
重
盛
其
比
御
－
在
大
納
言
、

に

け

る

　

　

k

　

　

　

サ

セ

　

に

て

ツ

，

入
　
見
参
、
則
本
家
私
供
大
宮
置
　
　
　
　
二
、
3
1
・
6
）

〔
則
〕
・
次
の
年
の
秋
引
具
し
上
洛
し
て
、
小
松
内
大
臣
重
盛
、
其
頃
は
大
納

言
に
て
お
は
し
け
る
に
、
見
参
に
入
れ
に
け
り
。
則
本
家
大
宮
に
伺

供
さ
せ
て
郡
に
於
き
、

（

巻

第

一

、

2

7

0

・

8

）

て
　
（
ら
む
×
す
る
）
　
ソ
と
て
　
　
　
　
て
　
　
　
ヌ

〔
則
〕
・
助
継
立
制
守
　
　
　
　
叉
則
打
伏

二

、

2

8

・

8

）

〔
即
〕
・
助
継
も
草
葉
の
陰
に
て
守
ら
ん
ず
る
ぞ
と
て
、
即
打
伏
し
日
数
重
な

本　寺 ．石　大

ノゝ
lコ
不 ナ 頓 即 則

計 致 ン′ て

刃 2 14 2 4 16 則

妙

本

寺

本

り
、

（

巻

敏

二

、

2

6

9

・

4

）

を
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
「
・
こ
の
　
E
 
r
シ
ム
こ
　
　
と
て
　
　
の
「
ノ
」
　
　
　
r
’
」
　
　
　
こ
て
　
て
　
を

〔
則
〕
・
見
之
、
聞
之
、
人
々
　
年
程
佐
　
詞
哉
至
稗
　
－
夫
　
婦
妻
調
声

泣
和
服
巨
ト
送
隼
ソ
」
軋
モ
」
差
鮎
名
臥
翫
；
臥
た
り
×
け
る
〉
三
ケ
聖
て

（

二

、

7

7

・

7

）

〔
頓
て
〕
・
喚
き
叫
び
て
嘆
き
し
を
、
見
る
人
聞
く
人
、
年
よ
り
は
怪
し
き
言
葉

か
な
と
い
ひ
合
ひ
け
る
。
威
せ
窟
り
納
め
ん
事
も
、
さ
す
が
に
名
残

惜
し
く
、
三
日
迄
置
き
け
り
。

（

巻

第

一

、

2

9

1

・

7

）

注
、
「
ナ
シ
」
は
、
「
則
」
に
対
応
す
る
語
が
な
い
こ
と
を
、
「
不
一
致
」
は
、

文
が
対
応
し
な
い
こ
と
を
示
す
。

以
下
に
、
表
中
で
の
分
析
の
用
例
を
掲
げ
る
。
用
例
は
、
抄
本
寺
本
、
大
石

寺
本
の
順
に
記
す
。

て

　

　

　

の

　

の

　

　

　

．

L

い

　

r

ッ

、

」

　

を

〔
則
〕
・
則
取
出
伊
藤
河
津
利
券
文
書
則
呼
寄
　
芽
室
、
二
、
2
8
・
5
）

〔
ナ
シ
〕
・
伊
藤
・
河
津
の
利
券
文
書
を
取
出
し
、
妻
室
呼
寄
せ
、

二

、

2

6

9

・

2

）



〔
則
〕
・
コ
チ
吹
カ
ハ
ニ
ホ
ヒ
ヲ
コ
セ
ヨ
梅
ノ
花
ア
ル
シ
無
シ
ト
テ
春
ナ
ワ
ス

申
し
、
許
し
奉
ら
ん
と
て
、

（

巻

第

六

、

3

9

5

・

1

2

）

「
ケ
レ
」
は
l
l
ド
　
て
　
　
　
を

レ
ソ
ト
有
　
則
追
御
跡

〔
大
石
寺
本
対
応
本
文
ナ
シ
〕

（

六

、

3

6

1

・

4

）

表

中

、

抄

本

寺

本

の

「

則

」

（

ヤ

ガ

テ

）

に

対

応

す

る

語

と

し

て

は

、

大

石

寺

本

で

は

「

則

」

が

最

も

多

い

。

こ

の

「

則

」

字

は

、

妙

本

寺

本

と

の

関

係

を

考

え

る

と

、

「

ヤ

ガ

テ

」

の

漢

字

表

記

と

も

考

え

ら

れ

る

。

し

か

し

、

大

石

寺

本

の

漢

字

表

記

に

は

別

に

「

頓

て

」

が

全

4

例

存

し

、

ま

た

「

則

ち

」

と

し

て

「

ス

ナ

ハ

チ

」

と

読

ん

だ

確

例

が

1

例

の

み

で

あ

る

が

、

存

す

る

こ

と

か

ら

、

大

石

寺

本

中

の

「

則

」

は

「

ス

ナ

ハ

チ

」

と

読

ま

れ

た

と

考

え

る

。

（

7

）

【

頓

て

】

（

全

4

例

中

2

例

を

記

す

・

本

文

は

国

史

叢

書

本

）

・

唯

出

し

給

へ

と

さ

さ

や

き

け

九

は

、

父

も

げ

に

も

や

と

思

ひ

け

ん

、

参

り

て

見

よ

と

申

し

け

れ

ば

、

助

道

頓

て

立

ち

出

で

た

り

。

（

巻

第

一

、

2

8

1

・

7

）

・

喚

き

叫

び

て

嘆

き

し

を

、

見

る

人

聞

く

人

、

年

よ

り

は

怪

し

き

言

薬

か

な

と

い

ひ

合

ひ

け

る

。

楓

廿

送

l

り

納

め

ん

事

も

、

さ

す

が

に

名

残

惜

し

く

、

三

日

迄

置

き

け

り

。

（

巻

第

一

、

2

9

1

・

7

）

【
則
ち
】
・
一
定
何
か
の
仔
細
あ
り
て
、
事
延
び
ぬ
べ
く
侯
へ
は
、
則
引
直
れ
て
御
座

右
の
検
討
よ
り
、
抄
本
寺
本
の
「
ヤ
ガ
テ
」
と
訓
読
さ
れ
た
「
則
」
字
は
、

大
石
寺
本
に
お
い
て
は
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
読
ま
れ
、
真
名
本
の
「
訓
読
」
と
は

用
語
の
面
に
於
い
て
異
質
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

五
、
ま
と
め
と
課
題

以
上
の
検
討
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

・
抄
本
寺
本
『
曽
我
物
語
』
の
「
則
」
字
は
、
「
ヤ
ガ
テ
」
と
訓
読
す
る
（
こ

（3）

の
こ
と
自
体
は
、
既
に
角
川
源
義
民
『
妙
本
寺
本
曽
我
物
語
』
の
巻
末
索
引

に
「
則
」
字
が
「
ヤ
ガ
テ
」
　
の
項
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
。

・
「
則
」
字
が
「
ヤ
ガ
テ
」
と
訓
読
さ
れ
る
の
は
、
中
世
に
お
け
る
「
ヤ
ガ
テ
」

「
ス
ナ
ハ
チ
」
　
の
意
味
変
化
を
背
景
と
し
た
付
訓
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
ス

ナ
ハ
チ
」
が
伝
統
的
な
「
即
時
」
と
関
係
を
表
す
用
法
が
混
在
し
て
い
た
中

世
に
あ
っ
て
、
時
間
的
関
係
を
よ
り
端
的
に
表
す
類
義
語
「
ヤ
ガ
テ
」
が
使

用
さ
れ
た
。

・
真
名
本
の
「
ヤ
ガ
テ
」
は
、
そ
の
用
法
に
お
い
て
真
名
本
独
自
の
も
の
で
あ

り
、
仮
名
本
と
の
影
響
関
係
は
み
ら
れ
な
い
。

『
曽
我
物
語
』
は
、
真
名
本
が
原
初
の
形
態
で
あ
り
、
そ
の
後
仮
名
本
が
派
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生
し
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
妙
本
寺
本
の
訓
点
が
原
初
の
も
の
で
あ
る
か
否
か

は
確
か
で
な
い
。
従
っ
て
、
他
の
仮
名
本
に
基
づ
い
て
付
訓
さ
れ
た
可
能
性
も



存
す
る
。
し
か
し
、
真
名
本
が
先
行
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
て
も
、

仮
名
本
に
お
け
る
「
ヤ
ガ
テ
」
を
「
則
」
字
に
付
す
こ
と
は
意
味
的
狭
義
関
係

が
成
立
し
て
い
て
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
全
く
意
味
的
関
係
の
無
い
漢

字
に
語
を
当
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

院
政
期
・
鎌
倉
時
代
の
漢
籍
や
仏
書
の
場
合
は
先
に
訓
読
を
し
た
も
の
が
あ

り
、
そ
れ
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
訓
読
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
曽
我
物

語
等
の
当
時
の
創
作
に
な
る
資
料
に
訓
点
を
施
す
場
合
、
先
の
訓
読
に
拘
束
さ
れ

る
こ
と
が
な
い
。
そ
こ
で
、
既
成
の
紀
伝
点
と
い
う
形
式
の
ヲ
コ
ト
点
に
基
づ
く

訓
点
を
借
り
な
が
ら
も
、
独
自
の
訓
読
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。

『
曽
我
物
語
』
は
、
抄
本
寺
本
を
初
め
と
す
る
諸
本
の
多
く
が
、
そ
の
奥
書

等
か
ら
日
蓮
宗
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
日
蓮
宗
内
に
お
け

る
漢
文
訓
読
の
実
体
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
則
」
字

を
「
ヤ
ガ
テ
」
と
訓
読
す
る
、
そ
の
訓
の
生
成
に
つ
い
て
は
既
に
言
及
し
た
が
、

そ
の
訓
読
が
如
何
な
る
場
で
行
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
時
代
の
一
般
的
な
事
象
で

あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
限
ら
れ
た
場
の
み
で
使
用
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と

が
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

【注】
（
1
）
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
（
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
六
七
・
三
）
　
三
五
二
頁

（
2
）
以
下
、
「
ヤ
ガ
テ
」
　
の
意
味
と
し
て
「
時
間
性
」
「
状
態
性
」
　
の
両
者
が
存
す
る
と

さ
れ
る
（
福
西
妙
子
「
「
や
が
て
」
小
考
」
　
（
『
埴
生
野
国
文
』
第
六
号
、
昭
五
一
・

二
）
）
　
が
、
本
稿
で
は
論
旨
に
影
響
の
な
い
限
り
、
こ
れ
ら
を
区
別
せ
ず
、
「
時
間
的

関
係
」
　
と
し
て
括
る
こ
と
と
す
る
。
「
ス
ナ
ハ
チ
」
　
に
は
、
「
ス
グ
ニ
」
「
ソ
コ
テ
」

「
ツ
マ
リ
」
　
の
意
味
が
存
す
る
と
さ
れ
る
（
朴
才
換
「
「
す
な
は
ち
」
小
考
」
　
（
『
湘

南
国
文
』
第
二
七
号
、
平
五
二
二
）
）
が
、
そ
れ
ら
を
「
ス
グ
ー
こ
「
ソ
コ
テ
」
を
括
っ

て
「
時
間
的
関
係
」
、
「
ツ
マ
リ
」
を
「
帰
結
・
説
明
」
　
と
し
た
。

（
3
）
　
『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
今
昔
物
語
集
五
』
（
四
八
二
只
）
補
注
に
よ
る
。

（
4
）
　
真
名
木
曽
我
物
語
は
そ
の
成
立
に
お
い
て
四
部
合
軌
状
本
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
（
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
「
曽
我
物
語
」
　
の
項
目
（
村
上
学
執
筆
）
他
）
。

（
5
）
　
こ
の
用
例
に
関
し
て
は
既
に
、
小
杉
商
一
「
「
や
が
て
」
と
そ
の
類
語
－
即
時
を

あ
ら
は
す
表
現
－
」
（
『
今
泉
博
士
古
希
記
念
国
語
学
論
叢
』
桜
楓
社
、
昭
四
八
・
三
・

三
一
）
　
に
指
摘
が
存
す
る
。

（
6
）
福
西
妙
子
「
「
や
が
て
」
小
考
」
（
『
埴
生
野
国
文
』
第
六
号
、
昭
五
一
二
一
）
、
永

田
信
也
「
「
や
が
て
」
　
の
意
味
と
そ
の
変
遷
」
　
（
国
語
国
文
研
究
』
第
六
七
号
、
昭
五

七
・
二
）
、
朴
才
換
「
「
す
な
は
ち
」
小
考
」
　
（
『
湘
南
国
文
』
第
二
七
号
、
平
五
二
二
）

に
よ
る
。

（
7
）
東
京
大
学
附
属
図
書
館
南
葵
文
庫
蔵
本
の
当
該
箇
所
は
仮
名
表
記
「
や
か
て
」
　
と

す
る
。

（
8
）
　
『
貴
重
古
典
籍
叢
刊
3
妙
本
寺
本
曽
我
物
語
』
（
角
川
澱
義
編
、
角
川
書
店
、
昭

四
四
二
二
二
二
一
）

（
9
）
　
「
現
存
諸
本
は
大
別
し
て
真
名
太
・
大
石
寺
本
・
仮
名
本
の
三
系
統
に
分
か
れ
、

真
名
本
が
古
態
を
存
し
て
い
る
こ
と
は
定
説
化
し
て
い
る
。
」
（
『
古
典
文
学
大
辞
典
』

岩
波
雷
店
、
「
曽
攻
物
語
」
　
の
項
目
、
村
上
学
執
筆
）

＊
本
稿
に
お
い
て
使
用
・
参
照
し
た
本
文
・
索
引
を
記
す
。

妙
本
寺
本
曽
我
物
語
・
『
真
名
本
曽
我
物
語
』
（
山
岸
徳
平
・
中
田
祝
夫
解
説
、
勉
誠

社
、
昭
四
九
・
一
〇
・
二
〇
）
／
本
門
寺
本
・
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
原
本
調
査
及
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ぴ
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
。
／
大
石
寺
本
・
黒
川
県
道
昂
国
史
数
寄
『
源
平

軍
物
語
・
頼
朝
最
期
物
語
・
八
島
増
浦
合
戦
記
・
泰
衡
征
伐
物
語
・
源
平
盛
衰
記
柿

閑
・
源
平
拾
遺
・
大
石
寺
本
曽
我
物
語
』
（
国
史
研
究
会
、
大
・
三
・
一
一
）
　
但
し
、

適
宜
東
京
大
学
附
属
図
書
館
南
葵
文
庫
蔵
本
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
）
　
を
も

参
照
し
た
。
／
流
布
本
・
市
古
貞
次
・
大
島
建
彦
校
注
『
曽
我
物
語
』
（
岩
波
書
店
、

一
九
六
六
・
一
、
底
本
は
東
京
大
学
附
属
図
書
館
音
州
文
庫
蔵
十
行
古
活
字
本
）
／

延
慶
本
平
家
物
語
・
『
延
慶
本
平
家
物
語
　
本
文
編
上
・
下
』
（
北
原
保
鮭
・
小
川
栄
一

編
、
勉
誠
杜
、
平
二
二
ハ
・
一
〇
）
・
『
延
慶
本
平
家
物
語
　
索
引
綜
上
・
下
』
（
北

原
保
雄
・
小
川
栄
一
編
、
勉
誠
社
、
平
八
二
一
・
二
五
）
／
四
部
合
戦
状
本
平
家
物

語
・
『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』
（
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
、
大

安
、
昭
四
二
二
二
二
一
五
）
／
昆
代
本
平
家
物
語
・
『
昆
代
本
平
家
物
語
』
（
角
川
雷

店
、
昭
四
一
・
三
・
三
〇
）
／
覚
一
本
平
家
物
語
・
『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
平
家
物

語
　
上
下
』
（
高
木
市
之
助
・
小
澤
正
夫
・
渥
美
か
を
る
・
金
田
一
春
彦
校
注
、
岩

波
書
店
、
昭
三
四
、
三
五
）
・
『
平
家
物
語
総
索
引
』
金
田
一
春
彦
・
清
水
功
・
近
藤

政
美
編
著
、
学
習
研
究
社
、
昭
四
八
・
四
二
二
〇
）
／
百
二
十
句
本
平
家
物
語
・
『
平

家
物
語
　
百
二
十
句
本
』
高
橋
貞
一
校
訂
（
思
文
関
、
昭
四
八
・
一
〇
二
一
五
）
／

天
草
版
平
家
物
語
・
『
天
草
版
平
家
物
語
対
照
本
文
及
び
総
索
引
』
（
江
口
正
弘
著
、

明
治
書
院
、
昭
六
一
・
一
一
・
二
〇
）
／
今
昔
物
語
集
『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
今

昔
物
語
一
一
五
』
（
山
田
孝
堆
・
山
田
忠
雄
・
山
田
英
雄
・
山
田
俊
雄
校
注
、
岩
波

杏
店
、
昭
三
四
l
三
八
／
運
歩
色
葉
集
（
『
中
世
古
辞
賓
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索

引
』
中
田
祝
夫
・
根
上
剛
著
、
風
間
書
房
、
昭
四
六
・
七
・
一
〇
）
／
伊
京
集
・
明

応
五
年
本
節
用
集
・
易
林
木
節
用
菓
・
饅
頭
良
木
節
用
集
・
黒
木
本
節
用
集
（
以
上
、

『
古
本
節
用
集
六
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
中
田
祝
夫
著
、
風
間
書
房
、
昭
四
三
・

四
・
一
五
）
／
文
明
本
節
用
集
（
『
改
訂
新
版
文
明
本
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
中
田

祝
夫
著
、
勉
誠
社
、
昭
五
四
・
九
二
二
〇
）
／
弘
治
二
年
本
節
用
集
（
『
印
度
本
節
用
集

古
本
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
中
田
祝
夫
著
、
勉
誠
杜
、
昭
四
九
二
二
・
二
〇
）

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
九
年
第
七
十
六
回
訓
点
語
学
会
（
於
大
阪
市
立
大
学
）
　
で
の
発

表
に
、
加
筆
し
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
方
を

は
じ
め
と
し
て
、
貴
重
な
意
見
を
賜
っ
た
。
米
谷
隆
史
氏
に
は
、
『
い
ろ
は
字
』

の
記
述
に
関
し
て
ご
教
示
頂
い
た
。
ま
た
、
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
室
山
敏

昭
先
生
、
松
本
光
隆
先
生
に
は
終
始
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

－
　
は
し
む
ら
・
か
つ
あ
き
、
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
如
在
学
中
　
－




